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中央図 書館 報 「香散 見草」が 発刊 され て1年

経 った。 苗木 も根 を張 り始め たよ うだ。生 まれ

た ものが 少 しずつ成長 してゆ く… …。

広報課 か ら連絡が あ った。

「香散 見草 も1年 に な ります」

「ハ イ」

「つ いては
、何か書 いて戴け ませ んか」

「ノ、イノ、イ」

つ いつ い引 き受け て、 しまった と思 って もあ

との祭 りであ る。

何 を書けば 良いの であろ うか。 爾後、結局花

の夢 を見 るに至 った。香散 見草 、す なわ ち梅 を

想って いた ら、桜 も浮か んで きた。そ して 、思

いは桜 を詠 み込んだ歌 に行 って しまった。 あれ

これ と思案 の末 、桜 の歌 一首 につ いて 、お もう

ことをつ れづ れに陳べ てゆ くこ とに したい。

張 ※

桜 も梅 同様 に 、時代 を超 えて今 日まで享け継

がれて きた。俳 人、歌 人、 その他 の先達の手 に

よって創 られた作品 も彩 しい。 ときには 、そこ

に強烈 な情 念が込め られ る。 また 、あ る ときに

は、 その時 どきの観 念や 思想 な りが 、それ を借

りて無意 識的に さえ吐露 され た場合 もあ ったで

あろ う。

芭蕉 が創 り、 西行が謳 い 、そ して定 家 も詠 ん

だ 。江戸 、室 町 、鎌 倉 、そ して平安 時代 、いず

れの時代 において もこの桜は重要 な役 割 を果 た

して きた 。この よ うな大 きな流れ のなか 、平安

朝 末期 、藤 原定家は登場 す る。

西行が勧進 した文治2年(1186)2月 の二見

浦百首の秋20首 のなかに、定家の

見渡せば花 も紅葉 もなか りけ り

浦の苫屋の秋の夕暮

がある。のちに、寂蓬法師の 「さびしさはその

色としもなか りけ り棋立つ山の秋の夕暮」や、

西行法師の 「心なき身にもあはれは知 られけ り

鴫立つ沢の秋の夕暮」 とともに新古今和歌集に

撰入され、三夕の歌と呼ばれるようになった。

この歌を巡って、古来諸説多い。北村季吟は

「此浦の苫屋の秋夕を見渡せば、花 も紅葉もな

きに、いふよしもなき景気有といふ説有、又、

此浦の苫屋の秋の夕の景には、花も紅葉 もい ら

ず との心云々、然共、始めの説感深 しと師説也」

(八代集抄)と 述べ、本居宣長は 「そもそも浦

の苫屋の秋の夕べは、花 も紅葉 もなかるべ きは、

もとよりの事なれば、今 さら、なか りけ りと嘆

ずべきにあらざるをや」 〈美濃の家つ と)と い

う。

今 日も説 多岐に亙 り、この歌の解釈は整理 さ

れていないようだ。先頃、この歌に触れ堀田善

衛氏は 「私には雅楽風の対位法の流れているシ

ンセサイザーによる音楽のように聞え、かつ見

える。上の句に、花 と紅葉は、た とえ 『なか りけ

り』 と否定消去 をされていても、一度言い出さ

れたものは存在するのであり、花 も紅葉もの、

陽光のあたたかみのある残像は、否定消去をさ

れていればこそ、なおさらに荒涼 として何もな

い浦の苫屋(苫 葺きの小屋)と いう基調低音を
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もつ海景に重なって、二重像 を形成す る」(定

家明月記私抄 ・1986年2月)と 述べ られている。

しかし、どうであろうか。はたして、この歌

を 「二重像を形成」した歌として処理 をしてし

まってよいのであろうか。

十二世紀か ら十三世紀にかけて(平 安時代末

期から鎌倉時代初頭にかけて)生 きた定家は、

父俊成の寵愛を集めた。彼は文武両道に秀でて

いたが、とりわけその家柄と相侯ってか、その

一生 を歌道に没入させていった。歌道に取 り愚

かれた定家にとって、花(桜)や 紅葉がいかな

る存在であるか、充分に弁えていたはずだ。眺

め、視つめ、考慮し、そして詠んでいった。そ

れは飽 くほ どにまで見知 った素材であったろう。

だれもが称賛す るであろう、季節 を代表する桜

や紅葉がいま眼の前には存在 しない。何 もない。

苫葺きの粗末な小屋があるのみである。一体、

定家はこの歌で何を謳おうとしたのであろうか
……。あれほどに、ひとを一喜一憂 させ る桜や

紅葉がないから寂 しいといお うとしたのか。桜

や紅葉がなくても、それ以上に眼前に拡がるこ

の景観はすばらしいと視たのか。諸説紛々とし

て解決を見ない。

この歌は、はたして意識下に理窟や骨組みが

用意され、作成されたものであろうか。つ まり、

技巧が どうの、作歌姿勢が どうのというような

ことではないように思われる。そうではな くし

て、もっと大きな流れの中で、ちょうど平安時

代か ら鎌倉時代に転換 してゆ く潮のなかで、そ

っとこれらの言の葉が飛翔 した。ほとんど無意

識裡に眼前の風景が詠み挙げられた、とは考え

られないだろうか。精神的に昇華 してゆこうと
　 　

す る ときの 流れのなか で、淡 々 として 「何 もな

い」 といった。粗 末 な苫葺 きの小屋が あるばか

りである。 当時の文化 的な もの 、物 に対 す る考

え方が定家 の 口を借 りて出 たち これは 「無 常観」

な どとい うもので もな く、 また 、 「無 」 とい う

こ とを敢 えて意識 して詠 み込 もうとした の で も

な く、景観 がそ っ とその まま映像化 され た。

無 の思 想には 、あ らゆ る有 の世 界の ものが含

有 されてい る とい う。それ こそ、 自由 な世 界、

豊 かな世 界が展開 してい る とい う。

桜や 紅葉 を知 り尽 くしていたか らこそ、あ る

いはそれに捕 らわれ るこ とな く、自由 にそれ を

謳いあげることができた。無の世界を憧憬 して

うたったのではな く、大 きな無の波のなかに包

含されていて、定家自身がおのず とその境地に

立脚していた、とは考えられないだろうか。時

代の精神一定家の心境 と一直線に結びつかない

としても、さほど遠 くないところに定家はいた、

と考えるのは僻事であろ うか。この歌には、そ

の時代の大きなうねりを彷彿 とさせ るような、

静説にしてのびやかな響 きがあるように私には

感 じられてならないのである……。

※ ※

近ごろ、よく見聞きする豊饒、ほんとうの豊

か さとは何をもって呼ぶのであろうか。日常の

生活のなかに、真の豊かさが垣間見られるので

あれば、こんなに大騒ぎをす る必要 もないよう

に思われるのだが……。

このような歌一首の解釈を試みるときでさえ、

少しく本を開き、あれこれ相違点を並べてみる。

こういう営為は、とりもなおさず、己れの内面

と対峙することにな り、結果的に 自らの精神の

あり様を問 うことになる。

求め求めて已むことを知 らず、読んで考えて

みるというひとの行為は、やは り精神的昂揚を

希求 してのことか も知れない。

そういった意味においても、多量の書物を抱

える図書館は宝庫に違いない。本を開いた り、

積み上げた り、視つめてみた りするのは、やは

り真の豊かさに繋がる一方法であるように思わ

れる。
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